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1

<台風の進路>

9月 4日 (火)12時頃 :徳島県南部上陸

13時頃 :兵庫県 (洲本市)上陸

【最大l舜間風速】

関西空港 (大阪府田尻町)

和歌山市

:5 8Blm/s

【停電軒数最大時の内訳】

(9/421日寺断面)

大阪府 : 97万軒

京者[府 :   1 5万車千

兵庫県 : 16万 軒

奈良県 :  5万 軒

滋賀県 : 10万 軒

不日歌山 :   24万車千

福井県 :    0万草干

二重県 :  1万軒

計 :■ 68万軒

20 1 8年台風 2 1号の本二元要と停電車干数多住移   (2018年 12月 13日 お知らせ済) 2

(NHKホームページ 気象情報 )

<停電軒数推移>
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(9月 4日 21B寺 )

最大 約 168万軒

(5日後 0時 )

′へ約990/o

(3日後 0時 )
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(2日後 0時 )
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2 対応の振り返りと課題 (2018年 12月 13日 お知らせ済)  3
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課題 (1)停電の早期復旧

① 被吾全容の把握に時間を要した。

② 停電状況と復旧見通しの情報提供に時間を要した。

③ 被審規模が大きく停電復旧に時間を要した。

④ 障害物・土砂崩れ等により停電復旧に長時間を要した。

課題 (2)お客さま対応

① お客さまに停電状況・復旧見通しを十分に1青報発信できなかつた。

② 長期間にわたり、コールセンターに電話力りながりにくい状況となつた。
つ

課題 (3)自治体との連携

① 自治体に停電状況。復旧見通しを的確に提供できなかつた。

② 停電の復旧等に関する平時からの具体的な情報連携が不十分だつた。

③ 自治体との災害時の情報連絡体制が不十分だつた。

強
化
施
策

エリア間・他電

コールセンター体

ホームページ上に入カフォーム開設

SNS等の発信強化

―タブ) 供自治体を通

盛七警ポ熟韓
Co,Inc



3.対策の概要

台風21号対応検証委員会において、3つの観点から対策を検討

4

3つの観点

停電の早期復旧

お客さま対応

対策内容

被害全容の早期把握に向けた体制整備と調査方法の改善

②樗輻邑fl青率限をЩ又集するシステムの3虫化
“I広域応援体制の強化
―Ⅱ被害抑補」に向けた取組みの強化

障害物・土砂崩れ箇所等の対応方法の整理

①停電状況・復旧見通しに関する情報発信の強化

②コー,レセンターの受付機能の強化

③コー,レセンター以外の非常時受付機能の構築

自治体との連携

①大規模停電時の自治体への1青報提供方法の改善

②停電の早期復旧に向けた事前連携の充実。強化

③災害時の'1青報連絡体制の確立、強化

ド111を手1要韓響
The Kansai Electnc POwer Co,Inc



4 対策の取り組み状況  (1)イ事電の早期復旧 (1/2) 5

対策の方向性
設備被害の把握を迅速に実施したうえで、復旧見通しを早期にお示しする。

イ本市」の機動的l曽強等をイ手うとともに、自治イ本との連携を強化し、自然災害H寺の早期復旧を目指す。

8ページ

10ページ・停電′
1青報共有システムの処理能力増強

・システムイ亭止時の運用フロー明確化

・過去の復旧実績や被害調査進展に基づく復旧見通しの早期想定と情報提供

これまでに実施した主な対策

・調査I虹の早期増強

・設備被害情報収集の運用ルールの整理

・端末 (スマホ)導入
7ページ

・ドローン等の新技術の活用

・I見行スマートメーターデータを活用した停電:1青報の効率的H又集施策の検討

・次期スマートメーターシステムの機能本父言寸・石テT究
9ペ~ン

②停電情報を収

集するシステムの

3蛍化

①被害全容の早

期把握に向けた体

制整備と調査方

法の改善

・次期スマートメーターデータ活用によるイ亭電把}戸至の効率化

」
1青報の大量処理・停電'1青報 (住所表示・車干数)の精度向上に向けたシステム強化・再設計

・システム改修にあわせた復旧見通!し想定の改善

中長期的な対策

。現又集データの社内システムとの連携①被審全容の早期把握に向けた

体制整備と調査方法の改善

②イ亭電′
1青率限を引又集するシステムの

3盆化

The Kansai Elednc POwer Co,Inc



4 対策の取り組み状況 (1)停電の早期復旧 (2/2) 6

設備被害の把握を迅速に実施したうえで、復旧見通しを早期にお示しする。

体制の機動的増強等を行うとともに、自治体との連携を強化し、自然災害日寺の早期復旧を目芋旨す。対策の方向性

・自社での障害物除去方法の確立 (重機導入を含む)

・社内 (エリア、部門)における役割分担、応援体制の整理

・社タト (他電力、関係会社、他企業)との役割分担、応援体制の整理
11ページ

・飛散物防止に関する注意喚起の強化

【関連 :(2)お客さま対応① (12ページ)】

・自治体との早期連携に向けた事前協議

これまでに実施した主な対策

④障害物・土砂

崩れ箇所等の対

応方法の整理

③―I広域応援

体需」のS虫化

③―Ⅱ被害抑制

に向tすた取組みの

3虫化

中長期的な対策

。他電力との仕様の共通化の検討

・地域に応じた設備形成方法の検討

・道路!1青報の円滑な把握 (道路fl青報(道路名称・道路管理者 )と社内システムの連携 等 )④障害物・土砂崩れ箇所等の対

応方法の整理

③…I広域応援体制の強化

③

強

―Ⅱ被書抑制に向けた取組みの

化

The Kansai Electnc POwer Co,Inc



資料 [(1)①関連]被 審全容の早期把握 (スマートフオン活用 ) フ

スマートフオンを配備。現地から設備被害写真を社内システムヘアップロードし、写真

―夕の位置情報(経度、緯度)を用して、被害場所と被害状況をタイムリーかつ的確に

仕組みを構築。
ア

情報収集・共有できる

フォンを活用した迅速な情報収集
γ各事業所の現場責任者に

○スマート

害 写 イメージ

現場

当社票業所 社内システム

収集用サーパ

現場

※写真アップロードイメージ

(社内システム
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資料 [(1)①関連]被 害全容の早期把握 (ドローン活用 ) 8

○ ドローンによる被害把握および復 旧工事への活用
γ土砂崩れなどの進入困難な箇所においても、ドローンを活用して設備の被害状況を確認することで、被害全容

の早期把握を図る。
γ電線張替時の道糸をドローンにより架線するなど、復旧工事での活用も想定。

【ドローンの空撮動画による被害調査】

ー

土砂崩れ箇所→

【ドローンにより電線]長
ズ日夫のための道糸を架線】

【ドローンが道糸をつけて離陸する様子】

小
▲

（

一
小

争 |≒:鞠 ,t

The Kansai Electnc POwer Co,Inc



資料 [(1)①関連]被 害全容の早期把握(スマートメーター活用 ) 9

○スマートメータ…データを活用した停電情率F収集の試験的運用
γ I見在のシステムでは把握できないイ亭電の可能性がある箇所を、スマートメーターの通信】犬i況を不u用してイ亭電箇

所を推定する仕組みを構築。ただし、この情報のみで停電を判断するものでないため、当面は試験的に社内シ

ステムでの利用に限定。
γ ‖青幸限確度の向上を図るため、スマートメーターから停電や断線を矢日らせる新たな機能について開発中。将来的に

は、お客さまへの1青報開示を目指すと

《スマートメーターデ―夕を活用した停電情報収集イメージ》

不通継続箇所の表示イメージ

(※社内システム)

送電中 停電中

ヽ

　
‐

　

，
　

．
　
‐

寵緞四 r4, ◆

り
エコ

押 ,

イ
, 湊通信状況 ×通権添況

X

i褻亜 |

通常の通信 ※停電エリアのスマートメーターとの通信は出来ない

不通状態が継続している箇所
≒ 停電発生の可能性がある箇所を検出

The Kansai Electnc POwer Co,Inc
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資料 [(1)②関連]停 電fl青報共有システムの処理能力増強 10

大量に受信したことにより処理能力を超過し、システムの情報更新がイ亭止。

規模の災害でも対応できるよう、停電情報共有シ涎ユ亜込―ドウエア増強を図るとともに、処理に必

要な情報のみを送信するよう配電自動化システムを改修済み。

ロ

⊆| 密イ比がないデータ (処理には不要)も布停 電状 熊日え毎時 F日日での事古0多発 に力

○ 今

○ 台風 21号では、

処理に必要なデータ

(充停電】犬態の変化
データ)のみを:送信

改修済

丘

醐 岬

システム
イ亭電1青幸限共有システム

の八―ドウェアを増 S盆

mai1/faxサ ープ

増強済

[2018年 12鳳43日 →型らせ済内容を一部修正 ]

FAX 線を増設

事
務
処
理
系

怖」
イ缶,
系

ホームヘ
°―シ

S表
示

(停電'1青報)

(○丁目/○軒)

配電自動1ヒ

配電線事故情報

各自治体/肇察等に

「メー)レ・FAX」にて

情辛限提供 (o丁目/○軒)

系統事故情報
給制

システム

ロ

増強済
The Kansai Electhc Power Co,Inc



資料 [(1)③…I関連]社 内夕Hこおける広域応援体制の強化 11

[をす孝三ゲ
=

0社内・協力会社における応援体制の強化
γ 社内におしては配電部門以外の要員への調査・復旧に関する事前協議や教育ツール等を整備。

γ 協力会社苫隻備被害の調査・復旧およびお客さま対応に関わる事前協議や委託契約を締結。

ENEEttTE )_【茸羅鑑鳶歎算 θ  〕。し掛目電サー家 紙 鮒  Hml個田

0他電力会社による応援の迅速化
γ 隣接会社にて非常災害による甚大な被害が発生した場合、被災会社からの

応援要請を待たず、隣接会社の近傍まで移動しておく「プッシュ型応援」について

10電力会社で合意。

関電工事協力会   メーカー

関西電気工事工業会

0 ●

0

● ●

0  ●

●
●

蕉 0●

●

亀

゛
．

●

,う :

1分!=電売

被災電力

《プリシュ型応援イメ…ジ図》

被災電カエリア近傍のエリアや事業所ヘ

自発的に応援班を移動

自発的に応援班を準備

!=々■i.4■
ザ ・  点″ ⅢⅢニユo′― と 卜`́・

The Kansai Electric Power Co,Inc
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4.対策の取り組み状況  (2)お客さま対応 12

コールセンターの受付機能強化とともに、それ以外の受付チャネルを拡大し、お客さまの当社へのコンタクト機会を

増やす。

また、お客さまに、よりご安心いただけるよう様々なチヤネルを活用したわかりやすく丁寧刹青報発信を考子う。
対策の方向性

15ページ

13ページ

14ページ

16-17ページ

計画を前倒しして実施

・自動で}巴握できない停電に関する申し出フォームの開設、改善

・同フォーム入力者への返信機能の追カロ

・被害箇所調査の結果を踏まえた復旧見通しの11青報提供方法の整備 (復旧ステータ ヽ

・モニター情報 (設備被害等の情報)収集フォームの開設

・AIを活用した停電11青幸限自動応答システムの開発 2019年9月 上旬導入予定 )

・台風襲来前の注意喚起 (飛散物防止等)について、ホームページ等での発信に加え、報道機

関に協力依頼

・プレス発表、ホームペ―ジ、SNS、 ラジオCMにカロえ、TVCM・ ;新聞広告での情辛限発信

・停電情報アプリの開発、運用開始 (停電JI青報のプッシュ型通矢日)

・Lアラート等を活用した情報発信)レートの多様化

・本店における臨時受電ブースの構築
・社員による受電応援体制の構築

これまでに実施した主な対策

②コールセンターの

受付機能の強化

③コー)レセンター

以外の非常時受

付機能の構築

①停電状況・復

旧見通しに関する

‖青報発信の3虫化

18ページ

中長期的な対策

・送配電用件に特化したコールセンターの構築

相互応援

、他電力との連携による

・モニター情辛限4又集アプリの開発

②コールセンターの受付機能の強化

③コールセンター以外の非常時受付機能の構築



資料 [(2)①関連]停 電'I青報アプリの開発、運用開始 (停電情報の:殉シユ型通知)13

httpsi//wwW.kepco.co.jp/sOuhaiden/supply/teiden― appli/index.htnll

<iOSの場合>iOSl180以降

<Androidの場合 >Andoid5日 0以降

<iOSの場合 >
「App Store」 からダウンロード

<Androidの場合 >
「Google PIay」からダウンロード

*Apple、 Appleの回ゴIよ米国および他の国々で登録されたApple lnciの 商標です。

AppleStoreは 、Applelnc.の藷討票です。

*Android、 GoogiePIay、 Googieplayロ ゴ
｀
は、Google lncJの房:オ票です。

〔手 |、 入れ
`よ

う
Ⅲ(3oo91e Play

鵜

鰯

無 米斗 ※別途通信料がかかります。

・⊆登録された地域で停電が発生した場合や、当社からお矢日らせがある場合に、プッシュ通知で

情報をお届けします。プッシュ通矢日を受け取る地域は、最大 10地域まで登錦[できます。

・アプリを開くと、関西全域の停電fl青報が確認できます。停電:1青幸mよ府県、市区町村、地区ご

とほ毒理いただくことができ、地区まで絞り込むと、停電の発生時間や復旧見通しが確認でき

ます。

関西停電'I青報

2019年フ月4日

当社が電気をお届けしている以下の地域で発生した停電情報を対象としています。

(大阪府、京都府、兵庫県[一部を除く]、 奈良県、滋賀県、和歌山県、

三重県の一部、岐阜県の一部、福井県の一部)

ホームページ

女寸象OS

ダウンロード

方法

利用料

主な機能

アプリ名称

運用開始日

対象地域

The Kansai Electnc Power Co,Inc



停電情報をLアラーHこ提供する。 (2019年フ月4日提供開始)

放送事業者やネット事業者は、Lアラートにより入手した停電fl青報を、テレビ・ラジオやスマホアプリ、

ポータルサイト等の媒体iをイ吏つて地域のみなさまへ広く発信することが可含ヒになる。

⇒地域のみなさまや自治体に京寸して多様なチャネルで停電'I青幸展の謀 供力垣丁含ヒになる。

資料 [(2)①関連]Lアラート等を渚用した情報発信)レートの多様化

テレビ・ラジオ

提供

′ず、―夕′♭サイk
ス弾

提供
提供

提供

Fこテ5-卜と愚、 発槌ご&騒禁隷輝盪脆謡斎蓬豪蒼套餅覇厘‖正確に住民に伝えることを目的としており、一般財団法人マ〕
‖が発信した‖青辛限を地域を越えて、全国の情幸限イ云達者に一斉に酉己信できるので、住民はTV、 ラジオ、スマートフオン、ポータ

14

斗∠喧【吐琶兜琵蔓となメディアを通じて情報を入手すること'阿
含ヒとなつてしる。

封也此或口剪愕訂乗〕こ

関するll脅張

関西電力
Lアラート

地域 のみなさま

Ｒ

警
巧
饉
重
冒
撤

rⅢ Ⅲ ,i f;:′ 1ヤ「評牌 `r'中 ド

'11`

||, ■  ヽ(・節 路  ゞ・ エド `

輪

田

illit,1111

t il ll′
tイ

|

',Iナ

、11111

‖
,

,|  ||

i( け ,||

災害惰草償オミー́タリレサイト

イIIヽ 十!hl倖

iサ 十 〔

放送事業者

ネット事業者

自治 体

The Kansai Elect百 c Povver Co,inc



資料 [(2)③関連]復旧ステータスの提示 15

○タイムリーに停電1青報や復 I口状況をお客きまにお届けできるように環境を整備
γ 各事業所の現場責任者に配備したスマートフオンから、現場の復旧状況をタイムリーに情報連携できる仕組み

を構築。これらの情報は、プレス発表に力口え、ホームページ上でタイムリーに1青報発信できるようにシステム開発中。

調査中

《情報発信までの流れ》

プレス発表

現場A→

社内システム

ホームベージ
卜 十■ 1れ

'競

車

復旧中

現場A

現場B

ぃ一”
一”

※システム開発中 地域ごとに復旧ステータスを表示

情報運携

復旧見通し

明日には復旧を目指しますが、

山間部等一部地域は詳細調

査を実施中。

本国中に復旧の見通し。

復旧状況

停電原因

調査中

復旧工事中

停電軒数

約300車千

翠920草干

地 域

○○町

○○市

○○市

○○町

○○

県

○○

府

“ “
HE4

復旧工事中 日現在の状況

口

“ “ "

画面表示イメージ

碇七 ((下 (「l鼈氣て憚重

“

第`工とて 1ヽま す、

字綸斎チヽこ4羹室鼈氣こ博電軒疎

宇1昔 市と葛 欄ヽ″PO軒

1.零 ミヽ ユヽ5つ手

tu,・ 1-約 1。こ千

こり

“

宇1月 11E15■|

爵|ム 露耐日い l i011革 ●月Sa l,～ lo  ● Ⅲ ll,

♂

―掌治申0停電情母

●磨■■に

F,コ l t

宇治市 池嘱

H」
い中 哨 中薪暢指⇒
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資料 [(2)③関連]AIを活用した停電情辛限自動応答システム(こついて 16

○停電】
1青幸限自動応答システムとは、お客さまから電言舌でお伝えいただいた住所を自動認識して、その地域の停電イ犬

況を自動音声にてお答えするシステム。

(イメージ)

停電情報自動応答ダイ甘ア)レヘ発信
r´

″

【お客さま】 停電!1青報自動

応答システム】【

大阪市北区中之島 3丁目は、現在停電しております。郵

便をお掛けしまして申し訳ございません。なお、復旧は本日 1

5時頃を見込んでおります。復旧まで◆しtおくお待ちα埜い。

お客さまのお住まいの地域で停電が発生しているか確認いた

します。ご住所をお伝えください。

四

トコ■番●3ヒ T目区中ク島大田)豆市 テキストマイニンク
S

!■ ||II.,

The Kansai Electnc POwer Co,inc



資料 [(2)③関連]AIを活用した停電fl青報自動応答システムにつして 17

○当社 1000/o子会社である株式会社オプテージが開発した停電:1青報自動応答システムを当社が利用し、お客さま

へ停電情報を離 供。

O自動応答システムの導入時期は、2019年 9月上旬を予定。

O専用ダイヤ)レから「直接」繋がる方法と、既設の送配電ダイヤ)レから「自動音声による案内+ボタン操作」により繋が

る方法を構築する予定。

O当社ホームページに掲載されているイ亭電:1青華限を自動応答によりご案内。

【お客さま】 8関 西電力
お客さま脳亭電′

1青報を確認

( WebサーAS

(停電情報の連携)

【新設】自動応答専用ダイヤル
0800‐ AAA―BBBB

(当社 100°/o子会社 )

停電情報

自動応答システム

◇貯Y義轟麗
Vl′ 撫̀ _ati,1● 、モザ

小

日

‥

―

コールセンター【既設】送配電ダイヤル
0800-フ アフー3081

関西電カホームヘ
°―シ

゛



資料参考 [(2)②関連 ] 送配電用件に特化したコールセンターの構築 他 18
[2018年 12月 13日お知らせ済内容を一部修正]

<事ド常1寺の連携イメージ> Jヽ売コールセンター オペレーター :400～ 500,市

H
孤

皿

孤

0800-AAA― BBBB
動応答専用ダイヤ)

非常時の社員受電応援

議

髭

（議

髭

繊

髭

′

停 電

当社

設備関係

送配電フリーコー)レ

0800-フフフ“3081

８

８

畠
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ユ

君

８

８

ユ

ユ

ユ

８
患

月ヽ売フリーコール

0800-7フ アー88■0

非常時は小売コールセンターヘ

連携し、停電用件の受電を委託

声
吟

→

幹

電話交換機

停電情報

自動応答システム

さまお客

ヽ

暦
ィこ
的̀

お客さま

声

口
“ “

口 四 口 』

ゴ

OPTttGE
What′s Jttext P

:

も

お客さま

<他電力との非常時協力体市u>



4 対策の取り組み状況  (3)自 治体との連携 19

平時から、災害時の具体的な活動を意識した内外の情報連携を強化するとともに、災害時には、自治体のご協

力を得ながら、停電の早期復旧と、お客さまへの的確な‖青報提供ができるイ本補」を構築する。対策の方向性

・広範囲の停電対 L続する場合に自治体対策本部に社員を派遣する等、さらなる1青報連携の強化

・停電復旧作業を妨t%障害物除去に関する事前協議 【同:(1炸電の早期復十日④

“

ページ)】

ム゙
′Eヨ

)

自
等

衛措置≡差
再我事前 家発電自(自報共有‖青(協るす関に施設 |復先優るヽして

)

れさ

連携るす
の把握
関住

体
|

当社および自 体の1青報連絡手段を活用 した 停 復旧】犬況の周知に関する協議ム゙
′Eヨ

巾

嘔

・イ亭電長期化のおそれのある地域でのポー レ発電機の貸し出し・役割分担に関する整理

・災害時の電話等での連絡先の事前相互確認

これまでに実施した主な対策

・停電情辛限共有システムの処理能力土曽強、システム州亭止した際の運用フロー明確化

【同:(1)停電の早期復旧② (5ページ)】

・ Lアラー ト等 を活 用 した‖青辛限発 信 )レー トの多 様 化  【同:(2)お客さま対応② (12ページ)】

(復旧見通し。停電復旧状況に関するきめ細かな情報提供 )

・過去の復旧実績や被害調査進展に基づく復旧見通しの早期想定と情報提供

【同:(1)停電の早期復旧② (5ページ)】

・被害箇所調査の結果を踏まえた復旧見通しの11青報提供方法の整備 (復旧ステータスの提示 )

(自治体の要 望に応じたより正確な停電!1青報の提供 )

【同 :(2)お客さま対応③ (12ページ)】

②停電の早期復
旧に向けた事前連
携の充実。強化

③災害時の'盾報

連絡体制の確立、

3蛮化

①大規模停電時
の自治体への‖青
報提供方法の改
善

中長期的な対策

【同 :(1)停電の早期復旧② (5ページ)】

・次期スマートメーターデータ活用 (こよる停電把握の効率化
JI青報の大量処理・停電情報 (住所表示・車干数)の精度向上に向けたシステム強化・再設計①大規模停電時の自治体への11青

報提供方法の改善



5 まとめ (◆年の台風シーズンのイメージ) 20

にあわせて

山間部等の復旧早期化

テム導入

坤/‐
中`〕

f、,ヽ

●  ●

▼

一
・

い

●

ｔ

Lアラート

ｎ
Ⅲ

ｗ

復旧体制の強化

被害の抑制

○○:○ ○

頃、登録地

域で停電が

発生しまし

た。V｀

●

こ
0

0■

お客:さま

多様なチヤネルで必要な情報をご確認いただける環境ヘ

きめ細かくタイムリーに

停電情報、

復旧見通しをお届け

かに

自治体

情報連絡体制の確立

平時からの協議
(障害物除去、優先復旧施設

必要な
お客さま支援

||

目

《

停電軒数

きめ細かくタイムリーに停電情幸限、復旧見通!しをお届け
・飛散物防止の注意喚起
・地域に応じた設備形成 等

台風21号対応時

停電を

より早買用IE角畢消
停電情報、復旧見通しを

速やかに鶴 供 (配電営業所単位)

復旧見通し

明日中

停電軒数

約○○○軒

地域

○○市

台風 24号から実施済み

応援状況や復旧の進捗を踏まえて
復旧ステータスも醍 供

復旧見通し

山間部等は

詳細調査中

本国復旧

見通し

復十日ステータスを新たにご提供

復旧状況

停電原因

調査中

復旧

工事中

停電軒数

約○○軒

約○軒

地域

○○市

○○市

○○町

。新技術 (ドローン等 )を活用した

彼吾全容の早期把握
。広域応援体制の強化 等

。自治体との連携強化
。自社での障害物除去

(重機導入等 )の確立
停電復旧の早期化

″ 筐 電

自治体

当社

イi  i        時間


